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シェイクスピア狂言研究については拙著「シェイクスピア狂言に

ついて」（1992)、「日本の伝統芸能と最近とシェイクスピア劇上演」

(1992)で3つの違ったアプローチの上演を指摘した。第1に「シェ

イクスピア作品の完全な狂言化｣､第2に｢狂言版シェイクスピア｣、

第3に「原語シェイクスピア狂言」である。（'）また、シェイクスピ

ア狂言の初演を巡って」（2013)、「狂言の多様化－シェイクスピア狂

言について」（2013)では、シェイクスピア狂言の初演が三宅藤九郎

『ぢやぢや馬馴らし」（1976)（2）であったが、自らの調査結果と菊

地善太の研究により片山博通『二人女房』（1952）であることが判

明したことを受けて、その見直しを図った。本稿では第1の「シェ

イクスピア作品の完全な狂言化」について片山博通『二人女房』を

中心に論じていきたい。

1片山博通と『二人女房』

片山博通（1907.1963）について2つの最新の能楽事典より紹介

しておきたい。

シテ方観世流。片山九郎三郎（観世元義）の次男、京都生れ。

本名寿雄、のち博通と改名。一九四四年（昭和一九）家名の

九郎右衛門を襲名したが、五八年再び博通に戻る。（3）

観世流シテ方。京都居住。片山九郎右衛門家八世。本名、寿

雄。七世九郎右衛門（のち観世元義）の次男。一九○八年

（明治四一）に兄清久（のち二四世観世左近）が観世宗家へ

入ったので片山家の嗣子となり、一一年九月く狸々＞＜仕舞＞
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で初舞台。一三年（大正二）一一月、博通と改名。（4）

片山が観世流シテ方であること、九郎右衛門を襲名したが、博通

と改名するなどの基本情報が記載されている。新作狂言を発表し

ていることは記載されている。『新版能・狂言事典』（2011）には

『二人女房』についての言及はなく、『能楽大事典」（2012）には

『二人女房』についての言及はあるが、シェイクスピア狂言とし

ての『二人女房』に関する記述はない。つまり、このふたつの事

典には『二人女房』に関してシェイクスピア狂言としての記述は

ないのである。では他のシェイクスピア狂言についてはどうであ

ろうか。三宅藤九郎も同じようにシェイクスピア狂言を発表して

いるが、片山博通と同様に『新版能・狂言事典』（2011)、『能楽大

事典』（2012）にはシェイクスピア狂言との言及はない。シェイク

スピア狂言として言及があるのは高橋康也『法螺侍』『まちがいの

狂言』である。しかし『能楽大事典』（2012）にはふたつの新作狂

言の原典がシェイクスピアであることが「新作狂言一覧」で示さ

れている。これは古川久・小林貢編『狂言辞典資料編』（1985）

の「新作狂言一覧」では『二人女房』については備考欄で「シェ

ークスピア『ウィンザーの陽気な女房たち』による」、『ぢやぢや

馬馴らし』についても備考欄で「シェークスピアの戯曲による。

執筆は昭27．7」を踏襲したものと思われる。記録としては記載

されていたものの、研究が進まなかったということになろう。

これまでシェイクスピア狂言初演は三宅藤九郎『ぢやぢや馬馴ら

し』（1952年7月発表、1976年初演）としてこれまでの研究が行わ

れてきた。しかし、菊地善太「シェイクスピア劇と狂言の出合い－

新作狂言『二人女房』と『ぢやぢや馬馴らし』について」（2012年

11月)において詳細な調査結果が発表された。シェイクスピア狂言

の研究調査・研究を行っている国際融合文化学会員・菊地善太によ
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り三宅藤九郎以前の片山博通（1907-1963）の新作狂言『二人女房」

（1952年6月7日初演）が確認された。初演年月日においては一

部の資料において6月17日とあるが、菊地の調査により6月7日

初演が明らかになっている。（5）

片山博通は観世元義（片山九郎三郎）の次男として京都に生ま

れた。兄は24代宗家観世左近。1928年には雑誌『観世』の創刊

に関わり、1944年、家名の8代目片山九郎右衛門を襲名したもの

の、1958年には再び博通を名乗っている。『二人女房』の発表時

については、目次では片山九郎右衛門とあり、台本のところでは

片山博通の名前を用いている。

三宅藤九郎『ぢやぢや馬恩I1らし』は1952年7月発表とあるが、

具体的な発表先は不明のままである。これは後年三宅藤九郎「藤

九郎新作狂言集」（1975）として出版された際に記録として1952

年7月発表と記載があるだけである。ところが、片山博通の『二

人女房』は1952年6月7日に祇園歌舞練場で初演され､その後『観

世」（1953年6月号）に発表された。目次には片山九郎右衛門と

あるが、本文では片山博通となっている。なお、附記には以下の

ようにある。

この台本を執筆するに就て、茂山千之丞氏にひとかたならぬ

ご協力を仰いだ。記して感謝の意を表す。又、この狂言は、

茂山千五郎氏などによって去る六月七日、京都で初演された

のである。（6）

『二人女房』については片山自身が「能楽タイムズ』（第24号、

1954年3月）の「新作狂言について」において「シエクスピーア

の『ウィンザーの陽気な女房たち」から筋を盗んで、二人女房を

作り上げた」（7）と記している。翻案については作者自身がはっき
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